
沖縄県久高島方言 

新永悠人

１．構成

 本報告では、２節で音素と音節構造を説明した後に、３節で動詞形態論、４節で形容

詞形態論、５節で「おおきなかぶ」の方言訳、６節で方言会話の例文を示す。3 節以降

のデータを提供してくださった話者情報を以下の表にまとめた。調査は 2016 年の 11 月

に行った。

表 1. 各節の話者情報 

節番号 氏名（敬称略） 性別 誕生年 島外での生活期間・場所

３節、４節 内間美代 女性 1929 年 19~20 歳ごろ・沖縄本島 

５節、６節 内間豊 男性 1948 年 16~50 歳ごろ・那覇など 

２．音素と音節構造

久高島方言の母音音素は表 1 に示した 5 種類である。/e/と/o/を持つ語彙は少なく、そ

のほとんどが長母音として現れる。

表 2. 母音目録 

Front Central Back 

High i u 
Mid e o 
Low a 

子音音素は表 2 に示した 13 種類と、原音素の/N/である。カギ括弧内は異音を示す（波

線は自由交替、コンマで区切られたものは条件異音を示す）。

表 3. 子音目録 

両唇 歯茎・硬口蓋 軟口蓋・声門

阻害 有声 b d [d~ɾ] g

無声 無気 p [p~pˀ] t [t~tˀ] k [k~kˀ] 

有気 pʰ [p͡ɸ~ɸ] tʰ [t̺ʰ~s̺] h [h, ç, ɸ] 

鼻音 m n 

接近 w j 

以下に、子音に関する注意点を４つ述べる。
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まず１点目として、任意の子音音素（/C/）と/j/の音素連続は基本的に/C/の口蓋化（例：

mjaa [mʲaː]「猫」）として実現するが、歯茎阻害音（/d/、/t/、/tʰ/）の場合だけ以下のよう

になる。波線（[~]）は自由交替を示す。 

(1) 「歯茎阻害音＋/j/」の音声的実現

・/dj/ [d͡ʑ~d͡z]（語頭）、[ʑ~z]（語中）

・/tj/ [t͡ ɕ]
・/tʰj/ [ɕ~s]

/dj/ と /tʰj/ は多くの場合、歯茎硬口蓋摩擦音（[(d)ʑ]、[ɕ]）として実現する。但し、

/i/以外の母音の前では、時に歯茎音（[z]、[s]）として実現する場合もある（例：/gadjaa/ 
[gaʑaː~gazaː]「蚊」、/tʰja/ [ɕa~sa]「下」）。現時点では印象に過ぎないが、女性の方が歯茎

硬口蓋摩擦音を用いる傾向があるようだ。ただし、揺れの見られない単語もある（例：

/djaa/ [d͡ʑaː]「部屋」、/Ntʰjaa/ [nsaː]「たち（複数標識）」、/tʰjaama/ [saːma] (INST)）。(1) に
示した異音を/Cj/として分析する理由は、/d/、/t/、/tʰ/で終わる動詞語根（例：/kuNd-/「結

ぶ」、/ut-/「打つ」、/pʰutʰ-/「干す」）に/j/で始まる動詞接辞（例：丁寧接辞の-jabi）が後

接する場合に、上記の音として実現するためである（例：/kuNd-jabi-i-N/ [kunʑabiːɴ]「結

びます」、/ut-jabi-i-N/ [ut͡ ɕabiːɴ]「打ちます」、/pʰutʰ-jabi-i-N/ [p͡ɸuɕabiːɴ~ p͡ɸusabiːɴ]「干し

ます」；-i は非過去接辞、-N は終止接辞）。 
なお、歯茎阻害音では/Ci/と/Cji/に発音上の違いがあるが（例：/ti/ [ti] vs. /tji/ [t͡ ɕi]）、

それ以外の子音においては/Ci/と/Cji/に発音上の違いはない（例：/ki/ [ki] = /kji/ [ki]；厳

密には直前の子音は口蓋化[ʲ]しているが、本稿では[Cʲi]は[Ci]として記述する）。そこで、

（分割不可能な）形態素の中の[Ci]は、音節構造が単純な方の/Ci/として解釈する（例：

/kii/ [kiː]「木」）。 
２点目として、無声阻害音には無気と有気の対立がある。両唇音と歯茎音では、異音

が破裂または破擦音として実現する場合は、無気音に比べて有気音の VOT が顕著に長

い。また、摩擦音の異音を持つのは有気音のみである。静的パラトグラフィーの結果、

１名の話者（1947 年生まれ、男性）において、/t/と/tʰ/の対立が能動的調音器官におけ

る舌端（blade）と舌尖（tip）の対立であったため（受動的調音器官はともに歯茎）、本

稿では/tʰ/の異音を [t̺ʰ~s̺] として示した。 
３点目として、語中の無声無気阻害音（の一部）は喉頭化する場合がある（例：

/amatʰatakutu/ [amat̺ʰatˀakutu]「甘かったから」）。 

４点目として、語中の無声有気阻害音は摩擦音として実現することが多い（例：

/meepʰukama/ [meːɸukama] 「前外間（屋号）」、/kutʰa/ [kus̺a]「草」）。 
音節構造とモーラ（μ）は下記の通りである。C1 と G はともに C2 を必ず伴う。中本

（1985）のデータより、最終モーラのみが H(igh pitch) を担うことから、本稿ではモー
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ラという単位を採用する（V2および C3には 1 モーラの長さがあるとみなす）。

((C1)C2(G))V1(V2) または ((C1)C2(G))V1(C3) 

μ μ  μ μ 

【注記】

C1：原音素/N/のみが入る 
C2：あらゆる子音が入る 
G：/w/または/j/のみが入る 
V1：あらゆる母音が入る 
V2：V1と同母音か、/i/のみが入る 
C3：非語末では/N/、/p/、/t/、/tʰ/、/k/のいずれか。語末では/N/のみ（ただし、例外的に

/am/ [am]「お母さん」【古】だけは語末が/m/ [m]で終わる）。 
以下では、原音素 /N/ に対しては、便宜上 ‘n’ を用いて表記する（表記に関して、

2016 年度の報告書との違いはこの点のみである）。 

３．動詞形態論

 本節では久高方言の動詞形態論をまとめる。３．１節で動詞語幹の一覧表と例文、３．

２節で動詞語幹に後接する接辞の一覧表と例文を示す。

３．１．動詞語幹

 動詞語幹は規則動詞語幹と不規則動詞語幹に分かれる。前者には（形態）音韻規則が

規則的に適用できるが、後者にはできない（久高島方言の動詞の形態音韻規則について

は、新永 2016 を参照）。規則動詞語幹末に現れる音素の全種類は以下の 15 種類である。

語幹末が /i/ の場合のみ、語幹が 2 モーラ以上のものと、1 モーラのものを区別した。 

(1) 規則動詞語幹末に現れる音素の全種類

語幹末の音素 例

i（語幹が 2 モーラ以上） uki 「起きる」

i（語幹が 1 モーラ） ki 「切る」

u tʰu 「取る」

e hee 「変える」

o hoo 「買う」

a wada [waɾa] 「笑う」

m jum 「読む」
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b nadab [naɾab] 「並ぶ」

t ut 「打つ」

tʰ pʰutʰ 「干す」

d hand 「被る」

k hak 「書く」

ik tjik 「聞く」

g tʰug 「研ぐ」

ig uig 「泳ぐ」

次に、現時点で見つかっている不規則動詞語幹は以下の 13 種類である。 

(2) 不規則動詞語幹

 gi 「座る」

tʰ  「する」

ik/n 「行く」

hu/tʰ 「来る」

gu 「いる」

a  「ある」

a/ja/da 「～である」

tʰjimi 「させる」

ime/imo 「いらっしゃる」

ntjagi 「召し上がる」

ke/ka 「食べる」

kund 「結ぶ」

hi 「死ぬ」

上記の語幹に以下の 6 種類の接辞を付けた形を表にして示す（他の動詞接辞について

は、次の３．２節で扱う）。表のデータは語末接辞が揃うように一部改変してある（改

変箇所は脚注にて示した）。

(3) 上記の語幹に付ける動詞接辞

機能 形式 当該接辞を選んだ理由

非過去 i/ju 非過去接辞の異形態 i/ju のどちらを選択するかが分かる。 
過去 ta t 始まりの接辞が付くときの形が分かる。 
否定 dan 語根の基底形が分かる。

命令 diba 接辞頭の母音が i のとき、その前に d が出る形を調べる。 

連用＋願望 ji+butʰjan 接辞頭の母音が i のとき、その前に d が出ない形を調べる。

丁寧 jabi j が後接した形が分かる。

まず、最初に動詞屈折表を示し、その後に非過去形を用いた例文を列挙する。使用する

ことができない語形にはアスタリスク（*）をつけた。
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b nadab [naɾab] 「並ぶ」

t ut 「打つ」

tʰ pʰutʰ 「干す」

d hand 「被る」

k hak 「書く」

ik tjik 「聞く」

g tʰug 「研ぐ」

ig uig 「泳ぐ」

次に、現時点で見つかっている不規則動詞語幹は以下の 13 種類である。

(2) 不規則動詞語幹

 gi 「座る」

tʰ 「する」

ik/n 「行く」

hu/tʰ 「来る」

gu 「いる」

a  「ある」

a/ja/da 「～である」

tʰjimi 「させる」

ime/imo 「いらっしゃる」

ntjagi 「召し上がる」

ke/ka 「食べる」

kund 「結ぶ」

hi 「死ぬ」

上記の語幹に以下の 6 種類の接辞を付けた形を表にして示す（他の動詞接辞について

は、次の３．２節で扱う）。表のデータは語末接辞が揃うように一部改変してある（改

変箇所は脚注にて示した）。

(3) 上記の語幹に付ける動詞接辞

機能 形式 当該接辞を選んだ理由

非過去 i/ju 非過去接辞の異形態 i/ju のどちらを選択するかが分かる。

過去 ta t 始まりの接辞が付くときの形が分かる。

否定 dan 語根の基底形が分かる。

命令 diba 接辞頭の母音が i のとき、その前に d が出る形を調べる。

連用＋願望 ji+butʰjan 接辞頭の母音が i のとき、その前に d が出ない形を調べる。 
丁寧 jabi j が後接した形が分かる。 

まず、最初に動詞屈折表を示し、その後に非過去形を用いた例文を列挙する。使用する

ことができない語形にはアスタリスク（*）をつけた。 
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a]
 

[u
iɡ

ib
us

aɴ
] 

[u
iɡ
ʲab

iːɴ
] 

gi
「

座
る

」
gi

in
 

gi
tja

n 
gi

ja
n 

gi
ib

a 
gi

ib
ut
ʰja

n 
gi

ja
bi

in
 

[ɡ
iːɴ

] 
[ɡ

itɕ
aɴ

] 
[ɡ

ija
ɴ]

 
[ɡ

iːb
a]

 
[ɡ

iːb
us

aɴ
] 

[ɡ
ija

bi
ːɴ

] 

tʰ「
す

る
」

tʰj
un

tja
n 

tʰa
n 

tʰi
ba

 
tʰj

iib
ut
ʰja

n 
tʰj

ab
iin

 
[s

uɴ
] 

[ tɕ
aɴ

] 
[tʰ

aɴ
] 

[tʰ
ib

a]
 

[ɕ
iːb

us
aɴ

] 
[s

ab
iːɴ

] 

ik
/n
「

行
く

」
ik

in
 

nd
ja

n 
ik

an
 

ik
ib

a 
ik

ib
ut
ʰja

n 
ik

ja
bi

in
 

[ik
iɴ

] 
[n
ʑa
ɴ]

 
[ik

aɴ
]

[ik
ib

a]
 

[ik
ib

us
aɴ

] 
[ik
ʲab

iːɴ
] 

hu
/tʰ
「

来
る

」
tʰj

uu
n

tja
n 

hu
un

hu
ub

a
tʰj

iib
ut
ʰja

n 
tʰj

ab
iin

 
[s

uː
ɴ]

 
[tɕ

aɴ
] 

[ɸ
uː
ɴ]

 
[ɸ

uː
ba

] 
[ɕ

iːb
us

aɴ
] 

[s
ab

iːɴ
] 

2
録

音
デ

ー
タ

で
は

、
ha

nd
jib

ut
ʰja

 tʰ
aa

 [h
an
ʑi

bu
sa

tʰa
ː]「

被
り

た
い

ね
ぇ

」
と

言
っ

て
い

る
。
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表
 4

. 
動

詞
語

幹
に

6
種

類
の

接
辞

を
付

け
た

も
の

動
詞

語
幹

i/j
u（

非
過

去
）

1  
ta
（

過
去

）
da

n（
否
定

）
di

ba（
命
令

） 
ji+

bu
tʰj

an
（

連
用

＋
願

望
）

ja
bi
（

丁
寧

）

uk
i「

起
き

る
」

uk
iin

uk
ita

n 
uk

id
an

uk
id

ib
a

uk
ib

ut
ʰja

n 
uk

ija
bi

in
 

[u
ki
ːɴ

] 
[u

ki
ta
ɴ]

 
[u

ki
ɾa
ɴ]

 
[u

ki
ɾib

a]
 

[u
ki

bu
sa
ɴ]

 
[u

ki
ja

bi
ːɴ

] 

ki
「

切
る

」
ki

in
 

ki
tja

n 
ki

ja
n 

ki
ib

a 
ki

ib
ut
ʰja

n 
ki

ja
bi

in
 

[k
iːɴ

] 
[k

itɕ
aɴ

] 
[k

ija
ɴ]

 
[k

iːb
a]

 
[k

iːb
us

aɴ
] 

[k
ija

bi
ːɴ

] 

tʰu
「

取
る

」
tʰu

in
 

tʰu
ta

n 
tʰu

da
n 

tʰu
di

ba
 

tʰu
ib

ut
ʰja

n 
tʰu

ja
bi

in
/tʰ

ui
bi

in
 

[tʰ
ui
ɴ]

[tʰ
ut

aɴ
] 

[tʰ
uɾ

aɴ
] 

[tʰ
uɾ

ib
a]

 
[tʰ

ui
bu

sa
ɴ]

 
[tʰ

uj
ab

iːɴ
/tʰ

ui
bi
ːɴ

] 

he
e「

変
え

る
」

he
ei

n 
he

et
an

 
he

ed
an

 
he

ed
ib

a 
he

ei
bu

tʰj
an

 
he

ej
ab

iin
 

[h
eː

iɴ
] 

[h
eː

ta
ɴ]

 
[h

eː
ɾa
ɴ]

 
[h

eː
ɾib

a]
 

[h
eː

ib
us

aɴ
] 

[h
eː

ja
bi
ːɴ

] 

ho
o「

買
う

」
ho

oi
n

ho
ot

an
 

ho
od

an
ho

od
ib

a 
ho

oi
bu

tʰj
an

 
ho

oj
ab

iin
[h

oː
iɴ

] 
[h

oː
ta
ɴ]

 
[h

oː
ɾa
ɴ]

 
[h

oː
ɾib

a]
 

[h
oː

ib
us

aɴ
] 

[h
oː

ja
bi
ːɴ

] 

w
ad

a「
笑

う
」

w
ad

ee
n

w
ad

at
an

 
w

ad
aa

n
w

ad
ee

ba
w

ad
ee

bu
tʰj

an
 

w
ad

aj
ab

iin
 

[w
aɾ

eː
ɴ]

 
[w

aɾ
at

aɴ
] 

[w
aɾ

aː
ɴ]

 
[w

aɾ
eː

ba
] 

[w
aɾ

eː
bu

sa
ɴ]

 
[w

aɾ
aj

ab
iːɴ

] 

ju
m
「

読
む
」

ju
m

in
ju

da
n 

ju
m

an
 

ju
m

ib
a 

ju
m

ib
ut
ʰja

n 
ju

m
ja

bi
in

[ju
m

iɴ
] 

[ju
ɾa
ɴ]

 
[ju

m
aɴ

]
[ju

m
ib

a]
 

[ju
m

ib
us

aɴ
] 

[ju
m
ʲab

iːɴ
] 

na
da

b「
並

ぶ
」

na
da

bi
n

na
da

da
n 

na
da

ba
n

na
da

bi
ba

 
na

da
bi

bu
tʰj

an
 

na
da

bj
ab

iin
[n

aɾ
ab

iɴ
] 

[n
aɾ

aɾ
aɴ

] 
[n

aɾ
ab

aɴ
]

[n
aɾ

ab
ib

a]
 

[n
aɾ

ab
ib

us
aɴ

] 
[n

aɾ
ab

ja
bi
ːɴ

] 

ut
「

打
つ

」
ut

ju
n 

ut
tja

n 
ut

an
 

ut
ib

a 
ut

jib
ut
ʰja

n 
ut

ja
bi

in
 

[u
tɕ

uɴ
] 

[u
ttɕ

aɴ
] 

[u
ta
ɴ]

[u
tib

a]
 

[u
tɕ

ib
us

aɴ
] 

[u
tɕ

ab
iːɴ

] 

1
非

過
去

形
は

断
定

接
辞

の
n
で

終
わ

る
形

式
に

統
一

し
た

。
実

際
の

録
音

で
は

、
非

過
去

接
辞

＋
tʰa

a
の

も
の

も
現

れ
る
（

(4
)
に

示
し

た
例

文
が

そ
れ

に
当

た
る

）
。

動
詞

語
幹

i/j
u（

非
過

去
）

 
ta
（

過
去

）
da

n（
否
定

）
di

ba（
命
令

） 
ji+

bu
tʰj

an
（

連
用

＋
願

望
）

ja
bi
（

丁
寧

）
 

pʰ
ut
ʰ「

干
す

」
 

pʰ
ut
ʰju

n
pʰ

ut
ja

n 
pʰ

ut
ʰa

n 
pʰ

ut
ʰib

a  
pʰ

ut
ʰji

bu
tʰj

an
pʰ

ut
ʰja

bi
in

 
[p
ʰu

su
ɴ ]

[p
ʰu

tɕ
aɴ

] 
[p
ʰu

tʰa
ɴ]

 
[p
ʰu

tʰi
ba

] 
[p
ʰu
ɕi

bu
sa
ɴ]

[p
ʰu

sa
bi
ːɴ

] 

ha
nd

「
被

る
」

 
ha

nd
ju

n 
ha

nt
an

 
ha

nd
an

 
ha

nd
ib

a 
ha

nd
jib

ut
ʰja

n2
ha

nd
ja

bi
in

[h
an
ʑu
ɴ]

[h
an

ta
ɴ]

 
[h

an
ɾa
ɴ]

 
[h

an
ɾib

a]
 

[h
an
ʑi

bu
sa
ɴ]

[ h
an
ʑa

bi
ːɴ

] 

ha
k「

書
く

」
 

ha
ki

n 
ha

tja
n 

ha
ka

n 
ha

ki
ba

 
ha

ki
bu

tʰ j
an

ha
kj

ab
iin

[h
ak

iɴ
]

[h
at
ɕa
ɴ]

 
[h

ak
aɴ

] 
[h

ak
ib

a]
 

[h
ak

ib
us

aɴ
]

[h
ak
ʲab

iːɴ
] 

tji
k「

聞
く

」
 

tji
ki

n 
tji

tja
n 

tji
ka

n 
tji

ki
ba

 
tji

ki
bu

tʰj
an

tji
kj

ab
iin

[tɕ
ik

iɴ
]

[tɕ
itɕ

aɴ
]  

[tɕ
ik

aɴ
] 

[tɕ
ik

ib
a]

 
[tɕ

ik
ib

us
aɴ

]
[tɕ

ik
ʲab

iːɴ
] 

tʰu
g「

研
ぐ

」
 

tʰu
gi

n
tʰu

dj
an

 
tʰu

ga
n 

tʰu
gi

ba
 

tʰu
gi

bu
tʰ j

an
tʰu

gj
ab

iin
 

[tʰ
uɡ

iɴ
]

[tʰ
uʑ

aɴ
] 

[ tʰ
uɡ

aɴ
] 

[tʰ
uɡ

ib
a]

 
[tʰ

uɡ
ib

us
aɴ

]
[tʰ

uɡ
ʲab

iːɴ
] 

ui
g「

泳
ぐ

」
 

ui
gi

n 
ui

dj
an

 
ui

ga
n 

ui
gi

ba
 

ui
gi

bu
tʰj

an
ui

gj
ab

iin
[u

iɡ
iɴ

]
[u

iʑ
aɴ

] 
[u

iɡ
aɴ

] 
[u

iɡ
ib

a]
 

[u
iɡ

ib
us

aɴ
]

[u
iɡ
ʲab

iːɴ
] 

gi
「

座
る

」
 

gi
in

 
gi

tja
n 

gi
ja

n 
gi

ib
a 

gi
ib

ut
ʰja

n
gi

ja
bi

in
[ɡ

iːɴ
]

[ɡ
it ɕ

aɴ
] 

[ɡ
ija
ɴ]

 
[ɡ

iːb
a]

 
[ɡ

iːb
us

aɴ
]

[ɡ
ija

bi
ːɴ

] 

tʰ「
す

る
」

 
tʰj

un
tja

n
tʰa

n
tʰ i

ba
tʰj

iib
ut
ʰja

n
tʰj

ab
iin

 
[s

uɴ
]

[ tɕ
aɴ

] 
[tʰ

aɴ
] 

[tʰ
ib

a]
 

[ɕ
iːb

us
aɴ

]
[s

ab
iːɴ

] 

ik
/n
「

行
く

」
 

ik
in

 
nd

ja
n 

ik
an

 
ik

ib
a 

ik
ib

ut
ʰja

n
ik

ja
bi

in
[i k

iɴ
]

[n
ʑa
ɴ]

 
[ik

aɴ
] 

[ik
ib

a]
 

[ik
ib

us
aɴ

]
[i k
ʲab

iːɴ
] 

hu
/tʰ
「

来
る

」
 

tʰ j
uu

n 
tja

n 
hu

un
 

hu
ub

a 
tʰj

iib
ut
ʰja

n
tʰj

ab
iin

 
[s

uː
ɴ]

[tɕ
aɴ

] 
[ɸ

uː
ɴ]

 
[ɸ

uː
ba

] 
[ɕ

iːb
us

aɴ
]

[ s
ab

iːɴ
] 

2  録
音

デ
ー

タ
で

は
、

ha
nd

jib
ut
ʰja

 tʰ
aa

 [h
an
ʑi

bu
sa

tʰa
ː]「

被
り

た
い

ね
ぇ

」
と

言
っ

て
い

る
。
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動
詞

語
幹

i/j
u（

非
過

去
）

 
ta
（

過
去

）
da

n（
否
定

）
di

ba（
命
令

） 
ji+

bu
tʰj

an
（

連
用

＋
願

望
）

ja
bi
（

丁
寧

）
 

gu
「

い
る

」
 

gu
n 

gu
ta

n 
gu

da
n 

gu
di

ba
 

gu
ib

ut
ʰja

n
gu

ib
iin

/g
uj

ab
iin

[ɡ
uɴ

]
[ɡ

ut
aɴ

] 
[ɡ

uɾ
aɴ

] 
[ɡ

uɾ
ib

a]
 

[ɡ
ui

bu
sa
ɴ]

[ɡ
ui

bi
ːɴ

/ɡ
uj

ab
i ːɴ

] 

a「
あ
る

」
 

an
 

at
an

 
na

an
 

N
/A

3  
N

/A
ai

bi
in

/*
aj

ab
iin

 
[a
ɴ]

[a
ta
ɴ]

 
[n

aː
ɴ]

[ a
ib

iːɴ
/*

aj
ab

iːɴ
] 

a/
ja

/d
a「

～
で

あ
る
」

 
N

/A
 

ja
ta

n 
ad

an
 

N
/A

 
N

/A
 

ja
ib

iin
 

[ja
ta
ɴ]

 
[a
ɾa
ɴ]

[ja
ib

iːɴ
] 

tʰj
im

i「
さ

せ
る

」
 

tʰj
im

iin
tʰj

im
ita

n 
tʰj

im
id

an
 

tʰj
im

id
ib

a 
tʰj

im
ib

ut
ʰja

n
tʰj

im
ija

bi
in

 
[ɕ

im
iːɴ

]
[ɕ

im
ita
ɴ]

 
[ɕ

im
iɾa
ɴ]

 
[ɕ

im
iɾi

ba
] 

[ɕ
im

ib
us

aɴ
]

[ɕ
im

ija
bi
ːɴ

] 

im
e/

im
o「

い
ら

っ
し

ゃ
る

」
 

im
ee

n 
im

oo
tja

n 
im

oo
da

n 
im

oo
di

ba
 

im
ee

bu
tʰj

an
4

*i
m

oo
ja

bi
in

/*
im

ee
ja

bi
in

[im
eː
ɴ]

[ im
oː

tɕ
aɴ

]
[im

oː
ɾa
ɴ]

 
[im

oː
ɾib

a]
 

[im
eː

bu
sa
ɴ]

[*
im

oː
ja

bi
ːɴ

/*
im

eː
ja

bi
ːɴ

]

nt
ja

gi
「

召
し

上
が

る
」

 
nt

ja
gi

n 
nt

ja
gi

ta
n 

nt
ja

gi
da

n 
nt

ja
gi

di
ba

 
nt

ja
gi

bu
tʰj

an
5

*n
tja

gi
ja

bi
in

[n
tɕ

aɡ
iɴ

]
[n

tɕ
aɡ

ita
ɴ]

[n
tɕ

aɡ
iɾa
ɴ]

 
[n

tɕ
aɡ

iɾi
ba

] 
[n

tɕ
aɡ

ib
us

aɴ
]

[ *
nt
ɕa
ɡi

ja
bi
ːɴ

]

ka
/k

e「
食

べ
る

」
 

ke
en

 
ka

ta
n 

ka
an

 
ke

eb
a 

ke
eb

ut
ʰja

n
*k

aj
ab

iin
/*

ke
ja

bi
in

[k
eː
ɴ]

[k
at

aɴ
] 

[k
aː
ɴ]

 
[k

eː
ba

] 
[k

eː
bu

sa
ɴ]

[*
ka

ja
bi
ːn

/*
ke

ja
bi
ːɴ

]

ku
nd

「
結

ぶ
」

 
ku

nd
ju

n 
ku

nt
ja

n 
ku

nd
an

 
ku

nd
ib

a 
ku

nd
jib

ut
ʰja

n
ku

nd
ja

bi
in

[k
un
ʑu
ɴ]

[ k
un

tɕ
aɴ

] 
[k

un
ɾa
ɴ]

 
[k

un
ɾib

a]
 

[k
un
ʑi

bu
sa
ɴ]

[k
un
ʑa

bi
ːɴ

]

hi
「

死
ぬ

」
 

hi
in

 
hi

dj
an

 
hi

ja
n 

hi
ib

a 
hi

ib
ut
ʰja

n
hi

ja
bi

in
[ç

iːɴ
]

[ç
iʑ

aɴ
] 

[ ç
ija
ɴ]

 
[ç

iːb
a]

 
[ç

iːb
us

aɴ
]

[ç
ija

bi
ːɴ

]

3  
N

/A
は

適
切

な
例

文
を

考
え

る
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

（
ゆ

え
に

調
査

で
き

な
か

っ
た

）
こ

と
を

示
す

。
 

4  録
音

デ
ー

タ
で

は
、

im
ee

bu
tʰj

ai
ja

 [i
m

eː
bu

sa
ija

]「
い

ら
っ

し
ゃ

り
た

い
で

す
か

？
」

と
述

べ
て

い
る

。
 

5  録
音

デ
ー

タ
で

は
、

nt
ja

gi
bu

tʰj
ai

ja
 [n

tɕ
aɡ

ib
us

ai
ja

]「
召

し
上

が
り

た
い

で
す

か
？

」
と

述
べ

て
い

る
。

 

(4) 「動詞語幹＋非過去接辞」を用いた例文

waa ga djii hakin 「私が字を書く」

jutakaa ga ukii tʰaa 「豊が起きるよ」

ama kai jukiga nu gu tʰaa 「あそこに男の人がいるよ」

nma kai itʰji ga a tʰaa 「そこに石があるよ」

nma ndji itʰji ga a tʰaa 「そこに石があるよ」

jutakaa duu ga ikin tji atadu 「豊は自分が行くつもりだった」

waa nmaga nu tʰjuu tʰaa 「私の孫が来るよ」

jaa nmaga n tʰjuui ja? 「お前の孫も来るか？」

jutakaa nmaga nu juda kii tʰaa 「豊の孫が枝を切るよ」

jukiga nu pʰuku hooin 「男の人の服を買う。」

itʰji n ui kai giin 「石の上に座る。」

jutakaa ga duu n pʰuku hutji akki tʰaa 「豊が自分の服を干しているよ」

jukiga ntʰjaa nee du tʰjimiin doo jaa 「男の人たちにさせるよ」

wadabi nu wan hijatja tʰaa 「子供が私をたたいた（直訳：死なせた）ね」

tʰjintʰjii da pʰanatʰji tjikin 「先生から話を聞く。」

nma da ama madi uigi tʰaa 「ここからあそこまで泳ぐ。」

itʰji jutakaa ni/*tji nagiin 「石を豊へ投げる。」

itʰji umi tji nagiin 「石を海へ投げる。」

jutakaa jooka waa ga du uputʰaa keen doo jaa 「豊よりも私の方がたくさん食べる。」

tʰina jooka itʰji ga du nbutʰan doo jaa 「砂よりも石の方が大きい。」

itʰji tʰjaama djii hakin 「石で字を書く」

tʰutʰji nakai hatana tʰugin 「砥石で包丁を研ぐ」

jutakaa tu mandjooi nadabin 「豊と一緒に並ぶ。」

tʰii n pitʰja n kundjun 「手も足も縛る」

wanaa tjaa antji tʰju tʰaa 「私はいつもそうするよ」

anu tjoo tʰjintʰjii dadu 「あの人は先生だ」

tʰjintʰjii ja tjaa nma kai imeen doo jaa 「先生はいつもそこにいらっしゃるよ」

waa ga heein 「私が（電灯を）変える」

wadabi ntʰjaa bikeei tjuu tʰaa 「子供たちばかり来ているよ」

unu juda n kiin tji da ni? 「その枝も切るつもりか？」

jutakaa ga naibatʰjaa tʰui tʰaa 「豊がバナナを取る。」

waa ga tʰjoogin tʰjiija juu wadeen doo jaa 「私が冗談を言うと、よく笑うよ」

waa ga jumin doo jaa 「私が読むよ」

tʰjintʰjii ja juu naibatʰjaa ntjagin doo jaa 「先生はよくバナナを召し上がるよ。」

antji tʰjiijaa, hiin doo jaa 「そうしたら、死ぬよ」
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」
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は
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5
録

音
デ

ー
タ

で
は

、
nt

ja
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 [n
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召
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上
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い
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？
」

と
述

べ
て

い
る

。

(4) 「動詞語幹＋非過去接辞」を用いた例文

waa ga djii hakin 「私が字を書く」

jutakaa ga ukii tʰaa 「豊が起きるよ」

ama kai jukiga nu gu tʰaa 「あそこに男の人がいるよ」

nma kai itʰji ga a tʰaa 「そこに石があるよ」

nma ndji itʰji ga a tʰaa 「そこに石があるよ」

jutakaa duu ga ikin tji atadu 「豊は自分が行くつもりだった」

waa nmaga nu tʰjuu tʰaa 「私の孫が来るよ」

jaa nmaga n tʰjuui ja? 「お前の孫も来るか？」

jutakaa nmaga nu juda kii tʰaa 「豊の孫が枝を切るよ」

jukiga nu pʰuku hooin 「男の人の服を買う。」

itʰji n ui kai giin 「石の上に座る。」

jutakaa ga duu n pʰuku hutji akki tʰaa 「豊が自分の服を干しているよ」

jukiga ntʰjaa nee du tʰjimiin doo jaa 「男の人たちにさせるよ」

wadabi nu wan hijatja tʰaa 「子供が私をたたいた（直訳：死なせた）ね」

tʰjintʰjii da pʰanatʰji tjikin 「先生から話を聞く。」

nma da ama madi uigi tʰaa 「ここからあそこまで泳ぐ。」

itʰji jutakaa ni/*tji nagiin 「石を豊へ投げる。」

itʰji umi tji nagiin 「石を海へ投げる。」

jutakaa jooka waa ga du uputʰaa keen doo jaa 「豊よりも私の方がたくさん食べる。」

tʰina jooka itʰji ga du nbutʰan doo jaa 「砂よりも石の方が大きい。」

itʰji tʰjaama djii hakin 「石で字を書く」

tʰutʰji nakai hatana tʰugin 「砥石で包丁を研ぐ」

jutakaa tu mandjooi nadabin 「豊と一緒に並ぶ。」

tʰii n pitʰja n kundjun 「手も足も縛る」

wanaa tjaa antji tʰju tʰaa 「私はいつもそうするよ」

anu tjoo tʰjintʰjii dadu 「あの人は先生だ」

tʰjintʰjii ja tjaa nma kai imeen doo jaa 「先生はいつもそこにいらっしゃるよ」

waa ga heein 「私が（電灯を）変える」

wadabi ntʰjaa bikeei tjuu tʰaa 「子供たちばかり来ているよ」

unu juda n kiin tji da ni? 「その枝も切るつもりか？」

jutakaa ga naibatʰjaa tʰui tʰaa 「豊がバナナを取る。」

waa ga tʰjoogin tʰjiija juu wadeen doo jaa 「私が冗談を言うと、よく笑うよ」

waa ga jumin doo jaa 「私が読むよ」

tʰjintʰjii ja juu naibatʰjaa ntjagin doo jaa 「先生はよくバナナを召し上がるよ。」

antji tʰjiijaa, hiin doo jaa 「そうしたら、死ぬよ」
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３．２．動詞語幹に後接する接辞

 動詞語幹に後接する接辞を以下に示す。機能のラベルに付けた数字は小さいものの方

が使用されやすいことを意味する。丸カッコ内は補足説明である。

表 5. 動詞語幹に後接する接辞 
形式 機能のラベル 形式 機能のラベル 形式 機能のラベル

-i/-ju 現在 -tʰi 準体 -datʰ 使役１

-i/-ju 直接経験 -tʰiga 逆説 -diba 条件１

-jaa 人間名詞化 -n 断定 -diba 命令

-jaama 連鎖２ -da 志向 -ta 過去

-jabi 丁寧 -dai 意思伝達 -tʰituminku 同時

-ji 連鎖３ -datʰadi 可能 -ti 連鎖１（節連鎖；

補助動詞構文）-jibutʰja 願望 -dan 否定

-jiga 目的 -dana 否定連鎖 -tuu 持続（進行；結果

残存）-jigatjinaa 同時 -danki(ba) 禁止

-kutu 理由 -datʰjimi 使役２

以下に、動詞語根 hee-「変える」を用いた例を示す。 

(5) 動詞語根 hee-「変える」と表 5 の動詞語幹に後接する接辞を用いた例文

heeda 変えよう

waa ga heedai 私が変えるね

heedan 変えない

heedatʰjun 変えさせる

heedatʰjimiin 変えさせる

waa ga heedatʰadiin doo 私が変えられるよ

uda heedankiba/heedanki それは変えるな

motʰji heediba kjaa nai ga? もし変えたら、どうなる？

jaa heediba お前、（電球を）変えろ

waa ga heeiga iki tʰaa 私が変えに行くよ

heeigatjinaa mun juda tʰaa 変えながら話をした

heeibutʰjan mjaa 変えたいね

heejabiin doo 変えますよ

heein 変える

heeitʰi bikeei mutji huuba 変えるのだけ持って来い

waa ga heei tʰaa 私が変えるさ

waa ga heeikutu matjtjukiba jaa 私が変えるから、待ってろよ

nama heetuu tʰaa 今変えているよ

heetuun doo jaa （電球はもう）変えてあるよ

naa heeta tʰaa もう変えたよ

nama heeitʰiga tʰimii ja? 今変えるけれど、良いかい？

mukatʰjaa waa ga du heeitan doo jaa 昔はよく私が変えたもんだよ

adi n heeti, udi n heeti, deedji jatan doo jaa あれも変えて、これも変えて、大変

だったよ

waa ga atu da heeti utjuki tʰaa 私が後で変えておくよ

adi n heejaama, udi n heejaama, deedji jatan doo jaa あれも変えて、これも変えて、大変

だったよ

adi n heei, udi n heei, deedji jatan doo jaa. あれも変えて、これも変えて、大変

だったよ

heeitʰituminku tikata tʰaa 変えると同時に点いたよ

anu tju heejaa doo jaa あの人は変える人だよ

adi n heedana, udi n heedana, nuu tjuuta ga? あれも変えず、これも変えず、何を

していたのか？

４．形容詞形態論

本節では久高方言の形容詞形態論をまとめる。

まず、任意に選択した 7 種類の形容詞語幹＋形容詞化接辞（-tʰa）に以下の接辞（但

し、否定の場合を除く）を付けたものを表にして示す。否定の場合は形容詞化接辞の後

に主題助詞（このときの異形態は a）が後接する。

(6) 形容詞語幹に付ける接辞

機能 形式 当該接辞を選んだ理由

断定 n 形容詞化接辞の形を知るため。

過去 ta t 始まりの接辞が付くときの形が分かる。

否定 a naan 否定表現が分析的（analytic）であることを調べる。

条件１ diba 接辞頭の母音が i のとき、その前に d が出る形を調べる。

条件２ jijaa 接辞頭の母音が i のとき、その前に d が出ない形を調べる。

丁寧 ibi 丁寧接辞の形が動詞と違うことが分かる。
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３．２．動詞語幹に後接する接辞

動詞語幹に後接する接辞を以下に示す。機能のラベルに付けた数字は小さいものの方

が使用されやすいことを意味する。丸カッコ内は補足説明である。

表 5. 動詞語幹に後接する接辞

形式 機能のラベル 形式 機能のラベル 形式 機能のラベル

-i/-ju 現在 -tʰi 準体 -datʰ 使役１

-i/-ju 直接経験 -tʰiga 逆説 -diba 条件１

-jaa 人間名詞化 -n 断定 -diba 命令

-jaama 連鎖２ -da 志向 -ta 過去

-jabi 丁寧 -dai 意思伝達 -tʰituminku 同時

-ji 連鎖３ -datʰadi 可能 -ti 連鎖１（節連鎖；

補助動詞構文）-jibutʰja 願望 -dan 否定

-jiga 目的 -dana 否定連鎖 -tuu 持続（進行；結果

残存）-jigatjinaa 同時 -danki(ba) 禁止

-kutu 理由 -datʰjimi 使役２

以下に、動詞語根 hee-「変える」を用いた例を示す。

(5) 動詞語根 hee-「変える」と表 5 の動詞語幹に後接する接辞を用いた例文

heeda 変えよう

waa ga heedai 私が変えるね

heedan 変えない

heedatʰjun 変えさせる

heedatʰjimiin 変えさせる

waa ga heedatʰadiin doo 私が変えられるよ

uda heedankiba/heedanki それは変えるな

motʰji heediba kjaa nai ga? もし変えたら、どうなる？

jaa heediba お前、（電球を）変えろ

waa ga heeiga iki tʰaa 私が変えに行くよ

heeigatjinaa mun juda tʰaa 変えながら話をした

heeibutʰjan mjaa 変えたいね

heejabiin doo 変えますよ

heein 変える

heeitʰi bikeei mutji huuba 変えるのだけ持って来い

waa ga heei tʰaa 私が変えるさ

waa ga heeikutu matjtjukiba jaa 私が変えるから、待ってろよ

nama heetuu tʰaa 今変えているよ

heetuun doo jaa （電球はもう）変えてあるよ

naa heeta tʰaa もう変えたよ

nama heeitʰiga tʰimii ja? 今変えるけれど、良いかい？

mukatʰjaa waa ga du heeitan doo jaa 昔はよく私が変えたもんだよ

adi n heeti, udi n heeti, deedji jatan doo jaa あれも変えて、これも変えて、大変

だったよ

waa ga atu da heeti utjuki tʰaa 私が後で変えておくよ

adi n heejaama, udi n heejaama, deedji jatan doo jaa あれも変えて、これも変えて、大変

だったよ

adi n heei, udi n heei, deedji jatan doo jaa. あれも変えて、これも変えて、大変

だったよ

heeitʰituminku tikata tʰaa 変えると同時に点いたよ

anu tju heejaa doo jaa あの人は変える人だよ

adi n heedana, udi n heedana, nuu tjuuta ga? あれも変えず、これも変えず、何を

していたのか？

４．形容詞形態論

本節では久高方言の形容詞形態論をまとめる。

まず、任意に選択した 7 種類の形容詞語幹＋形容詞化接辞（-tʰa）に以下の接辞（但

し、否定の場合を除く）を付けたものを表にして示す。否定の場合は形容詞化接辞の後

に主題助詞（このときの異形態は a）が後接する。 

(6) 形容詞語幹に付ける接辞

機能 形式 当該接辞を選んだ理由

断定 n 形容詞化接辞の形を知るため。

過去 ta t 始まりの接辞が付くときの形が分かる。 
否定 a naan 否定表現が分析的（analytic）であることを調べる。 
条件１ diba 接辞頭の母音が i のとき、その前に d が出る形を調べる。 
条件２ jijaa 接辞頭の母音が i のとき、その前に d が出ない形を調べる。 
丁寧 ibi 丁寧接辞の形が動詞と違うことが分かる。
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表 7. 形容詞語幹＋形容詞化接辞（-tʰa）に後接する接辞（但し、否定は分析的）

形式 機能のラベル 形式 機能のラベル 形式 機能のラベル

a naan 否定 n 断定 tan 過去

ibiin 丁寧 nu 連鎖 tʰi 準体

ijaa 条件２ diba 条件１ tʰiga 逆説

kutu 理由 du du 係結形 nu/n 連体

以下に、形容詞語根 ama-「甘い」を用いた例を示す。

(7) 形容詞語根 ama-「甘い」と表 7 の形式を用いた例文

amatʰadiba djootoo munu jaa 甘ければ、良いのにな。

amatʰaijaa djootoo munu jaa 甘ければ、良いのにな。

amatʰaibiin 甘いです。

amatʰaa naan 甘くない。

amatʰan 甘い。

adi jooka udi ga du amatʰadu あれよりもこれが一番甘い。

uda amatʰakutu nmatʰan doo jaa これは甘いから、おいしいよ。

amatʰatʰi tʰudiba 甘いのを取れ。

uda amatʰanu/*amatʰaajaama magitʰan doo jaa これは甘くて、大きいよ。

amatʰatan 甘かった。

uda amatʰatʰiga gumatʰan doo jaa これは甘いけど、小さいよ。

amatʰanu deekun 甘い大根 

５．「おおきなかぶ」方言版

本節では「おおきなかぶ」の久高方言訳をまとめる。

1. "magitʰanu deekun"

「大きい 大根」（表題）

2. upʰutʰjuu ga deekun uijabitan.

おじいさんが 大根 植えました。

3. amatʰanu amatʰanu deekun tji nadi.

甘い 甘い 大根に なれ。

4. magitʰanu magitʰanu deekun tji nadi.

大きい 大きい 大根に なれ。
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表 7. 形容詞語幹＋形容詞化接辞（-tʰa）に後接する接辞（但し、否定は分析的） 
形式 機能のラベル 形式 機能のラベル 形式 機能のラベル

a naan 否定 n 断定 tan 過去

ibiin 丁寧 nu 連鎖 tʰi 準体

ijaa 条件２ diba 条件１ tʰiga 逆説

kutu 理由 du du 係結形 nu/n 連体 

以下に、形容詞語根 ama-「甘い」を用いた例を示す。 

(7) 形容詞語根 ama-「甘い」と表 7 の形式を用いた例文

amatʰadiba djootoo munu jaa 甘ければ、良いのにな。

amatʰaijaa djootoo munu jaa 甘ければ、良いのにな。

amatʰaibiin 甘いです。

amatʰaa naan 甘くない。

amatʰan 甘い。

adi jooka udi ga du amatʰadu あれよりもこれが一番甘い。

uda amatʰakutu nmatʰan doo jaa これは甘いから、おいしいよ。 
amatʰatʰi tʰudiba 甘いのを取れ。

uda amatʰanu/*amatʰaajaama magitʰan doo jaa これは甘くて、大きいよ。

amatʰatan 甘かった。

uda amatʰatʰiga gumatʰan doo jaa これは甘いけど、小さいよ。

amatʰanu deekun 甘い大根 

５．「おおきなかぶ」方言版

本節では「おおきなかぶ」の久高方言訳をまとめる。

1. "magitʰanu deekun"

「大きい 大根」（表題）

2. upʰutʰjuu ga deekun uijabitan.

おじいさんが 大根 植えました。

3. amatʰanu amatʰanu deekun tji nadi.

甘い 甘い 大根に なれ。

4. magitʰanu magitʰanu deekun tji nadi.

大きい 大きい 大根に なれ。
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5. amatʰanu gii deedji na magitʰanu deekun ga dikijabitan.

甘い 良い とても 大きい 大根が できました。

6. upʰutʰjuu ja deekun nugin tji tʰjabitatʰiga, hijatʰaa hijatʰaa tʰjutʰiga, deekunoo nugijabidan.

おじいさんは 大根 抜こうと しましたが、よいしょ よいしょ するけれど、大根

は 抜けません。

7. upʰutʰjuu ja pʰaapʰaa judi tʰjaabitan.

おじいさんは おばあさんを 呼んで 来ました。

8. pʰaapʰaa ga upʰutʰjuu pippati,

おばあさんが おじいさんを 引っ張って、

9. upʰutʰjuu ga deekun pippati,

おじいさんが 大根 引っ張って、

10. hijatʰaa hijatʰaa tʰjabiitʰiga, deekunoo nugijabidan.

よいしょ よいしょ しますが、大根は 抜けません。

11. pʰaapʰaa ja nmaga judi tʰjaabitan.

おばあさんは 孫を 呼んで 来ました。

12. nmaga ga pʰaapʰaa pippati,

孫が おばあさんを 引っ張って、

13. pʰaapʰaa ga upʰutʰjuu pippati,

おばあさんが おじいさんを 引っ張って、

14. upʰutʰjuu ga deekun pippati,

おじいさんが 大根を 引っ張って、

15. hijatʰaa hijatʰaa.
よいしょ よいしょ。

16. jatʰiga, nama nama deekunooo nugijabidan.

だけど、まだ まだ 大根は 抜けません。

17. nma ndji nmagaa in judi tʰjaabitan.

そこで 孫は 犬を 呼んで 来ました。

18. in ga nmaga pippati,

犬が 孫を 引っ張って、

19. nmaga ga pʰaapʰaa pippati,

孫が おばあさんを 引っ張って、

20. pʰaapʰaa ga upʰutʰjuu pippati,

おばあさんが おじいさんを 引っ張って、

21. an tji n, an tji n, nama nugijabidan.

ああしても、こうしても、まだ 抜けません。

22. inoo mjaa judi tʰjaabitan. 

犬は 猫を 呼んで 来ました。

23. mjaa ga in pippati,

猫が 犬を 引っ張って、

24. in ga nmaga pippati,

犬が 孫を 引っ張って、

25. nmaga ga pʰaapʰaa pippati, 

孫が おばあさんを 引っ張って、

26. pʰaapʰaa ga upʰutʰjuu pippati,

おばあさんが おじいさんを 引っ張って、

27. an tji n, deekunoo nugijabidan.

そうしても、大根は 抜けません。

28. mjaa ja eentju judi tʰjaabitan. 

猫は ネズミを 呼んで 来ました。

29. eentju ga mjaa pippati, 

ネズミが 猫を 引っ張って、

30. mjaa ga in pippati,

猫が 犬を 引っ張って、

31. in ga nmaga pippati,

犬が 孫を 引っ張って、

32. nmaga ga pʰaapʰaa pippati, 

孫が おばあさんを 引っ張って、

33. pʰaapʰaa ga upʰutʰjuu pippati,

おばあさんが おじいさんを 引っ張って、

34. hijatʰaa hijatʰaa.

よいしょ よいしょ。

35. joojaku deekunoo nugijabitan. 

ようやく 大根は 抜けました。

６．方言会話の例文

本節では久高方言の会話の例文をまとめる。６．１節では、道で会った時の挨拶、６．

２節では、買い物のときの会話、６．３節では、物を借りる時の会話を示す。

６．１．道で出会った時の挨拶

1. gii waatiki naibitan mjaa.

良い 海の状態に なりましたね。
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5. amatʰanu gii deedji na magitʰanu deekun ga dikijabitan. 

甘い 良い とても 大きい 大根が できました。

6. upʰutʰjuu ja deekun nugin tji tʰjabitatʰiga, hijatʰaa hijatʰaa tʰjutʰiga, deekunoo nugijabidan.

おじいさんは 大根 抜こうと しましたが、よいしょ よいしょ するけれど、大根

は 抜けません。

7. upʰutʰjuu ja pʰaapʰaa judi tʰjaabitan. 

おじいさんは おばあさんを 呼んで 来ました。

8. pʰaapʰaa ga upʰutʰjuu pippati,

おばあさんが おじいさんを 引っ張って、

9. upʰutʰjuu ga deekun pippati,

おじいさんが 大根 引っ張って、

10. hijatʰaa hijatʰaa tʰjabiitʰiga, deekunoo nugijabidan.

よいしょ よいしょ しますが、大根は 抜けません。

11. pʰaapʰaa ja nmaga judi tʰjaabitan. 

おばあさんは 孫を 呼んで 来ました。

12. nmaga ga pʰaapʰaa pippati, 

孫が おばあさんを 引っ張って、

13. pʰaapʰaa ga upʰutʰjuu pippati,

おばあさんが おじいさんを 引っ張って、

14. upʰutʰjuu ga deekun pippati,

おじいさんが 大根を 引っ張って、

15. hijatʰaa hijatʰaa.
よいしょ よいしょ。

16. jatʰiga, nama nama deekunooo nugijabidan.

だけど、まだ まだ 大根は 抜けません。

17. nma ndji nmagaa in judi tʰjaabitan. 

そこで 孫は 犬を 呼んで 来ました。

18. in ga nmaga pippati,

犬が 孫を 引っ張って、

19. nmaga ga pʰaapʰaa pippati, 

孫が おばあさんを 引っ張って、

20. pʰaapʰaa ga upʰutʰjuu pippati,

おばあさんが おじいさんを 引っ張って、

21. an tji n, an tji n, nama nugijabidan.

ああしても、こうしても、まだ 抜けません。

22. inoo mjaa judi tʰjaabitan.

犬は 猫を 呼んで 来ました。

23. mjaa ga in pippati,

猫が 犬を 引っ張って、

24. in ga nmaga pippati,

犬が 孫を 引っ張って、

25. nmaga ga pʰaapʰaa pippati,

孫が おばあさんを 引っ張って、

26. pʰaapʰaa ga upʰutʰjuu pippati,

おばあさんが おじいさんを 引っ張って、

27. an tji n, deekunoo nugijabidan.

そうしても、大根は 抜けません。

28. mjaa ja eentju judi tʰjaabitan.

猫は ネズミを 呼んで 来ました。

29. eentju ga mjaa pippati,

ネズミが 猫を 引っ張って、

30. mjaa ga in pippati,

猫が 犬を 引っ張って、

31. in ga nmaga pippati,

犬が 孫を 引っ張って、

32. nmaga ga pʰaapʰaa pippati,

孫が おばあさんを 引っ張って、

33. pʰaapʰaa ga upʰutʰjuu pippati,

おばあさんが おじいさんを 引っ張って、

34. hijatʰaa hijatʰaa.

よいしょ よいしょ。

35. joojaku deekunoo nugijabitan.

ようやく 大根は 抜けました。

６．方言会話の例文

 本節では久高方言の会話の例文をまとめる。６．１節では、道で会った時の挨拶、６．

２節では、買い物のときの会話、６．３節では、物を借りる時の会話を示す。

６．１．道で出会った時の挨拶

1. gii waatiki naibitan mjaa.

良い 海の状態に なりましたね。
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2. mm. gii waatiki nata tʰaa.

うん。良い 海の状態に なったね。

3. maa tji jantʰjee ga?

どこへ ですか？

4. tʰukudin madi jadu. jaa maa tji ga?

徳仁まで だよ。君は どこへ？

5. mma madi jaibiidu.

そこまで です。

6. an ja nee.

そう か。

６．２．買い物のときの会話

1. tʰjaabida.

ごめんください。

2. imoodi.

いらっしゃい。

3. nuu aibii ja?

何か ある？

4. nuu ga matʰtʰja ga tjee?

何が 良いの？

5. tʰjidaga tʰoomin nu aibii ja?

白髪ソーメンが ありますか？

6. ama kai akutu, tʰudiba.

あそこに あるから、取りなさい。

7. tjappi tʰjabii ga?

いくら しますか？

8. tjutabai nihjakuen dadu.

一束 二百円 だ。

9. hai, nihjakuen.

はい、二百円。

10. nipʰee jaa.

ありがとうね。

６．３．物を借りるときの会話

1. tʰjaabida.

ごめんください。

2. imoodi. nuu tʰjiga tja ga?

いらっしゃい。何しに 来たか？

3. mm. tiibuku haiga du tʰjaabitadu. 

うん。釣竿 借りに 来ました。

4. ai ja nee. ama kai atʰaa. mutjtji ikiba. 

そう か。あそこに あるよ。持って 行きなさい。

5. ai jaibii nee. nipʰeejaibiidu. hatukkjabida i. 

そう ですか。ありがとうございます。借りて置きましょうね
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2. mm. gii waatiki nata tʰaa. 

うん。良い 海の状態に なったね。

3. maa tji jantʰjee ga?

どこへ ですか？

4. tʰukudin madi jadu. jaa maa tji ga? 

徳仁まで だよ。君は どこへ？

5. mma madi jaibiidu.

そこまで です。

6. an ja nee. 

そう か。

６．２．買い物のときの会話

1. tʰjaabida. 

ごめんください。

2. imoodi. 

いらっしゃい。

3. nuu aibii ja? 

何か ある？

4. nuu ga matʰtʰja ga tjee? 

何が 良いの？

5. tʰjidaga tʰoomin nu aibii ja? 

白髪ソーメンが ありますか？

6. ama kai akutu, tʰudiba.

あそこに あるから、取りなさい。

7. tjappi tʰjabii ga? 

いくら しますか？

8. tjutabai nihjakuen dadu.

一束 二百円 だ。

9. hai, nihjakuen. 

はい、二百円。

10. nipʰee jaa.

ありがとうね。

６．３．物を借りるときの会話

1. tʰjaabida. 

ごめんください。

2. imoodi. nuu tʰjiga tja ga?

いらっしゃい。何しに 来たか？

3. mm. tiibuku haiga du tʰjaabitadu.

うん。釣竿 借りに 来ました。

4. ai ja nee. ama kai atʰaa. mutjtji ikiba.

そう か。あそこに あるよ。持って 行きなさい。

5. ai jaibii nee. nipʰeejaibiidu. hatukkjabida i.

そう ですか。ありがとうございます。借りて置きましょうね

参照文献
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